
J-POWERのプロファイル

　J-POWER（電源開発株式会社）は、国内の電力供給の増加を目的として、

1952年に政府によって設立されました。以来、半世紀にわたり卸電気事業者

として、一般電気事業者（10電力会社）に低廉かつ安定した電力を供給する

とともに、全国規模での基幹送電線の建設運用を行ない、わが国の経済発展

と国民生活の向上に貢献し、2004年10月には東京証券取引所市場第一部に

上場し、完全民営化を果たしました。

　創業当時は大規模水力発電の開発に着手し、その後は、急増する夏期の電力

需要に対応するべく揚水発電の開発や大容量送電線の建設を進めました。

1970年代のオイルショック以降はエネルギー源の多様化を図るため、輸入炭火

力発電を積極的に開発するなど、各時代のニーズに適合する発電事業を拡大し

てきました。

　また、1960年以降、世界60数カ国において水力・火力の電源開発に関する調

査・設計・施工監理や環境対策等の電力関連コンサルティングを実施し、最近で

は、自ら発電事業を行なう（IPP事業）など、多彩な国際事業を展開しています。

　今後の電力自由化の進展や地球温暖化問題などの事業環境の変化に対応す

るため、卸電気事業の競争力の強化と「エネルギーと環境の共生」を基調とする

新たな事業の創出に取り組んでゆきます。

わたしたちは人々の求めるエネルギー
を不断に提供し、日本と世界の持続可能
な発展に貢献する

>> 誠実と誇りを、すべての企業活動の原点

とする

>> 環境との調和をはかり、地域の信頼に

生きる

>> 利益を成長の源泉とし、その成果を社

会と共に分かち合う

>> 自らをつねに磨き、知恵と技術のさき

がけとなる

>> 豊かな個性と情熱をひとつにし、明日

に挑戦する

企業理念

株価チャート

株式分布状況

個人その他     7.67%

外国法人等   41.34%        

金融機関       39.97%        

その他の法人 10.39%

証券会社        0.63%

株価（円）

所有者別持株比率

大株主
所 有
株 式 数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株式
数の割合（％）

（上位 10名）

株 主 名

 ザ　チルドレンズ　インベストメント
　マスター　ファンド　

16,498 9.90

日本生命保険相互会社 9,120 5.48

株式会社みずほコーポレート銀行 8,269 4.96

ドイチェ バンク アーゲー ロンドン 610 8,195 4.92

株式会社三菱東京UFJ銀行 4,140 2.49

大同生命保険株式会社 3,658 2.20

モルガン・スタンレーアンドカンパニー インク　 3,492 2.10

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,132 1.88

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,084 1.85

全国共済農業協同組合連合会 3,039 1.82
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（注）2006年3月1日に行われた1株を1.2株にする株式分割を反映し、分割前の株価は修正再表示されています。
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